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1．はじめに  

AHPにおける評価データの従属（他の要素から  

の影響）関係を処理するモデルについては，Saaty  

とTakizawaとの共同提案【り（内部従属モデルIと呼  

ぶことにする）がある．このモデルは，AHPの発  

展形態であるANPに当然，継承されるべきであっ  

たが，Saatyは，これとは異なるモデルを提示（内  

部従属モデルIl）した．両者の関係はあいまいなま  

まである．本稿では，両者の関係を整理し，ANP  

への内部従属モデルⅠの組込みを提案する．  

2．SaatyとTakizawaによる内部従属法（モデルⅠ）   

SaatyとTakizawaの内部従属性の評価方法（モデ  

ルⅠ）は次のように理解できる．  

Step－1   

いま，評価視点卑 rf＝1，乙…，〃ノに関するm個の  

評価対象q り＝1・Z‥り両の評価結果が（仰．）ノであっ  

たとする．ここでは相対評価法，絶対評価法のいず  

れの測定方法が適用されたかは問わない．  

Step－2   

評価者に対し，上の評価において評価結果の出力  

に作用したと思われる評価対象聞の影響関係を，評  

価視点ごとの一対評価行列4で申告させる．  

Step－3   

評価視点上＝こ関する評価対象Cノの他の評価対象  

への影響力（z申ま，4の固有ベクトルで与えられる・  

影響力を加味した評価結果（仰いま，（zf）ノを列とす  

る影響度行列ろ＝［（ろ）1・…・（ろ）ノ…・（ろ）川］を（w‘）ノの左  

からかけることによって得ることができる．  

（帆＝Z∫（wf）ノ  （1）   

このようなモデルは，図－1のような評価ネット  

ワーク図で表すことができる．   

図－1に見るように，モデルⅠでは，個々の評価  

視点と矢線で壇接結ばれる評価対象に対する評価値  

のみの間で相互の影響力の評価がなされている．  

影響関係を分  
析し、影響力  
を加味した重  
要度に変換  

（wf）ノ→（帆  

クラスC   

図－1モデルⅠの内部従属の評価対象   

したがって，仮にβ．→C2の評価が同じクラスター  

間評価であるち→Clの影響を強く受けているとし  

ても，モデルⅠの検討対象外となる．このような影  

響力をも対象とするためには何らかのモデルの改良  

が必要となる（後述）．   

なおAHPの第2階層に位置するクライテリア間  

の内部従属評価は，評価視点は評価目的1つのみと  

なる．   

いずれにせよモデルⅠは，評価ネットワーク図で  

いえば矢線同士の影響関係が同じクラスターの評価  

対象間の内部従属関係として示されている．  

3．ANPにおける従属関係の扱い  

3．1．ANPにおける外部従属関係   

ANPは，外部従属法を発展させたものであり，  

ANPにおける従属性評価の考え方は，外部従属法  

にすべて示されている．外部従属とは，あるクラス  

ター内の評価対象の評価と他のクラスター内の評価  

対象の評価が，相互に値接影響し合うことをいう．   

クラスター同士の相互的な影響関係をネットワー  

ク関係まで一般化したモデルがANPである．この  

中でAHPは，代替案評価が，上位階層の個々のク  

ライテリアとの相互的な影響関係を経ないタイプの  

外部従属であると見なされる．こうしてAHPは，  

ÅNPに内合される【1】．  
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具体的には，外部従属はANP超行列の非対角部分  

行列（転置部位の部分行列とペアでクラスター間の  

相互影響を表現），内部従属モデルⅠⅠは，対角部分  

行列で表現される．経路欠落部の部分行列は，ゼロ  

行列となる（例：階層箇所の転置部位側）．  

内部従属の部分行列  

図－2 外部従属の評価対象  

図－2は，図－1にクラスターDを加えてできた  

簡単なクラスター間の評価ネットワーク図である．  

ここでは，矢線同士の従属関係でなく，矢線そのも  

外部従属の部分行列  

図－4 ANPの超行列表現  

のが異なるクラスターの評価対象間の外部従属関係  
4．「従属」概念の整理と、ANP組込み   

2つの「内部従属」概念が未整理のままだが，両  

者はまったく別の事象を指しており，内部従属モデ  

ルⅠⅠは内部従属モデルⅠを発展的に解消できない．   

Saatyは，モデルⅡの説明の中で，interactiveな評  

価の存在を従属の存在と同一視している．しかしこ  

れはいささか乱暴な捉え方である．相互評価はあく  

までも評価にすぎず，評価対象間の従属関係とイコー  

ルではない．相互評価であるか否かを問わず評価対  

を表している．  

3．2．ANPによる内部従属の扱い（モデルⅠⅠ）   

Saatyは，ANPの提案において，それまでの内  

部従属法（モデルⅠ）と異なる内部従属の考え方  

（モデルⅠⅠ）を示した（図－3を参照）．  

象間に固有の従属関係が現に存在する，という前提  

に立って，概念とモデルを整理すべきである．   

ここでは従属関係の処理として，内部従属モデル  

Ⅰの結果を，部分行列として過行列に組込みこむこ  

とを提案する．なお，同一クラスターからの評価同  

士の影響関係を処理するモデルへの拡張については，  

モデルⅠに対応する部分行列単位ではなく，超行列  

の影響側および被影響側クラスター全体について1．  

のStep2づの操作を実施すればよい．  

図一3 モデルⅠⅠの内部従属の評価対象   

ここでは，他のクラスターからの評価と直接関係  

することなく，クラスター内の評価対象間の相互的  

な影響関係を検討することができる．評価ネットワー  

ク図でいえば，モデルⅠⅠは，矢線そのものが同じク  

ラスターの評価対象間の内部従属関係として示され  

ている．   

このような前提の置き換えによって，内部従属モ  

デルItは，外部従属と同じ数学的構造で問題を表し  

うるとして，ANPのなかに統合的に組み込まれた．  
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